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まもなく夏休み。山や海、川や公園など、自然とふれあうことも多くなり、自然の営みについて考えるいい機会です。
現在、地球上には３０００万種の生きものが棲んでいると言われています。ゾウのような大きなものから菌類の

ような小さなものまで、それぞれに個性があり、長い年月をかけて、さまざまな環境に適応して進化を重ねながら、
互いにつながり、支え合って生きています。『生物多様性』とは、そんな生きものたちの“命のつながり”のこと。
地球上に住む多種多様で、複雑な生態系そのものを示す言葉です。
私たち人類も、そんな“生きもの”の一種。他の生きものとのつながりや支えがなくては生きられません。暮ら

しに欠かせない水や食べ物はもちろん、燃料、木材、生きていくために不可欠な酸素まで、そのすべてがさまざま
な生物多様性のめぐみであり、それによって私たちのいのちと暮らしが守られているのです。
しかし、今、私たち人類の活動の影響により、自然の速度の約１０００倍ものスピードで他の生きものたちが絶

滅していると言われています。２０００年から２０１０年のわずか１０年の間に、毎年平均で５２０ヘクタール（九
州と四国を合わせた程度の面積）の森林が地球上から失われています。サンゴ礁はすでに１９％が失われ、今後
１０～２０年間にさらに１５％が失われる可能性があるとされています。
土地利用による生きものの生息環境の損失、化学物質の乱用等による自然環境の汚染、侵略的外来種、そして気

候変動など、これらはすべて人間の活動が招いた危機です。子どもたちの未来に、自然豊かな地球を残すためにも、
生物多様性を守っていくことが大切なのです。

生物多様性のために私たちができること

※参考:環境省ＨＰ

．地元でとれたものを食べ、旬のものを味わいます。

．生の自然を体験し、動物園・植物園などを訪ね、自然や生きものにふれます。

．自然の素晴らしさや季節の移ろいを感じて、写真や絵、文章などで伝えます。

．生きものや自然、人や文化との「つながり」を守るため、地域や全国の活動に参加します。

．エコマークなどが付いた環境に優しい商品を選んで買います。
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長谷部　雅一　著

スノーピーク　監修

ストレスの多い現代社会を生き抜くために必要なのは、自然体験から
学ぶ想像力と創造力、そして共感力。自然にふれ、自然を感じながら、
本来の人間らしさを取り戻しませんか。
また「子どもたちに自然を体験させ、感性や社会性を育みたいけど、
どうしたらいいのかわからない」という人にもおすすめの２冊です。市
街地の身近な公園でも体験できる、自然を楽しむためのアイデアやコ
ツを、自然遊びの達人たちがたっぷりと教えてくれます。

「ネイチャーエデュケーション」
「自然にふれて取りもどす　人間の基本」

廃材や不用なものを使って、楽しい手芸や工作が体験できる西部３Ｒステーションの人気イベント
「ワークショップ祭り2017」を、今年も一日限定で開催します。
講師は西区を中心に活動する環境ボランティア団体のみなさん。普段は捨てて
しまっているさまざまな素材が、アイデアいっぱいのかわいい小物に変身します。
家族や友だちといっしょにもの作りを通して、ごみ減量のキーワード
３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）や環境について学んでみませんか。
当日はフリーマーケットも同時開催。

「貝殻アート」

「親子でつくる　　　
　エコクックエプロン」

「博多織で作った　　
　ビーズのネックレス」

「かわいいはし入れ」「タオル帽子」

「古布を使ったトンボのブローチ」 「カニさんのマグネット」

「飾りクリップ」

「もくねんさん」

遊びに
　来てね！

◇日時：平成２９年７月１７日（月・祝）
　　　　１０：００～１５：００（受付は１４：３０まで）

ワークショップ祭り２０１７ワークショップ祭り２０１７ワークショップ祭り２０１７
もの作りを通し、みんなで楽しく環境を学ぼう！

※フリーマーケットは
　１４：００まで

ワークショップ作品ワークショップ作品
（参加費：1００円～５００円）



毎月1回、原中学校の野球部の生徒が
自主的に川の清掃に参加。

室見川水系一斉清掃

『親子塾』

春恒例の鯉のぼり写生会

地域の子どもたちにとって身近な油山川が、水遊びもできない川では
あまりにも残念、地域に住む大人たちが何とかしなければという思いが
原動力となって、平成18年10月に発足、会員は現在53名です。県や市
に要請して河川改修や護岸工事を重ねながら、地域の皆さんと協力し、
美化活動を行ってきました。

A．
Ｑ．発足のきっかけは何ですか。

清掃活動の成果として水質が改善したことにより、平成24年から
飯原小学校の2年、3年、5年生を対象に、川での環境学習授業を行っ
ています。また毎年７月には福岡大学工学部と共働で、全学年の児童
と保護者を対象とした公民館主催の『親子塾』を開催。実際に川に入っ
て、川の役割や生息するいきものについて学ぶ自然観察会を実施して
います。

A．
Ｑ．飯原小学校とは共働でさまざまな活動をされていますね。

きれいになった川にはコイやカメが棲みつき、サギやカモなどの水
鳥も姿を見せるようになりました。休みの日には子どもたちが川遊び
を楽しみ、関心を持ってくれる地域の方も増えてきました。将来は“ホ
タルの飛び交う川”にしたいというのが、私たちの大きな目標です。
ただ会員のほとんどが70代以上の高齢者。油山川を通じて、次世代
へ環境の大切さを伝えていくためにも、若い方たちにもぜひ活動に参
加してもらいたいですね。

A．
Ｑ．今後の活動の目標をお聞かせください。

清掃活動は年に9回。会員を中心に、自治協議会、地域住民、学校、企
業など、年間延べ600人以上が参加してくれています。特に飯原小学校、
原中学校には我々の活動にたいへん理解と協力をいただいており、毎年11
月に行われる室見川水系一斉清掃には、小中学生だけでも150人ほどが集
まってくれます。子どもたちが参加することで、親世代にも油山川が地域の
共有財産だという意識が広がってきたと思います。

A．
Ｑ．主な活動内容を教えてください。

飯原校区を流れる油山川は、飯原小学校と原中学校にはさまれ、川岸は地域の子どもたちが絶
えず行き交う場所です。この川をきれいに整備して、子どもたちが環境について学べる場にした
いと立ち上がったのが、今年発足11年目を迎える「室見川水系
油山川河川を守る会」の皆さん。子どもの背丈ほどの雑草が生
い茂り、投げ捨てられたごみが散乱していた油山川を、長年に
わたる地道な美化活動によって、地域の人々の憩いの場として
生まれ変わらせたのです。昨年度はその功績が評価され、「福岡
市環境行動賞」最優秀賞（団体の部）を受賞。今回は、同会の
高木勇雄会長、吉長昭喜事務局長と飯原校区環境推進委員会の
松田弘会長にお話を伺いました。 高木会長と吉長事務局長（左）

ホタルが飛び交う油山川をめざして！

☆取材を終えて…

早良区飯原校区「室見川水系油山川河川を守る会」

清掃の日を前に行う危険防止のための草刈りやごみの不法投棄を防ぐための監視パトロール、子ども
たちの学習の場として、安全と河川環境を確保するための水質調査やいきものの保護、水防に関するこ
となど、日々さまざまな活動を続けている会員の方々の努力には本当に頭が下がります。近い将来、こ
の河川敷でホタルが飛び交う風景が見られる日が来ることを願うばかりです。



博多湾

三陽高校
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西部３Ｒステーション 講座・イベント情報

体験講座！ すべて無料です！！

８月の「３Ｒ実践講座」

７月のイベント

西部３Ｒステーションでは、３Ｒ実践講座や各種体験講座を開催しています。福岡市内に在住の方、
通勤、通学されている方なら、どなたでもご参加いただけます。身近な３Ｒを体験してみませんか?

西部3Rステーションのイベント情報やくらしに役立つごみ減量3R情報が満載です！

開館時間：10：00～17：00（衣類等の持ち込みは16:00まで）
休 館 日：月曜日（祝日の場合は開館し、次の平日休館）
     年末年始（12月28日～1月3日）
住　　所：福岡市西区今宿青木1043-2（クリーンパーク西部内）
Ｔ Ｅ Ｌ：092-882-3190  FAX：092-882-4580

西部3Rステーション ご利用案内

福岡市西部3Rステーション 検索［ウェブサイト］ http://www.fukuoka-seibuplaza.com

この印刷物は自然環境保護の
ために再生紙を使用し、植物油
インキで印刷しています。

編集・発行　公益財団法人 ふくおか環境財団
お問い合せ　福岡市西部3Rステーション（リサイクルプラザ）
　　　　　　福岡市西区今宿青木1043-2　TEL：882-3190　FAX：882-4580

★体験講座の申込方法★ 電話、又は西部３Ｒステーションの２階受付で直接お申込みいただくか、
①体験内容②住所③氏名④年齢⑤電話番号を明記のうえ、ＦＡＸにて下記あてにお申込みください。

生ごみ堆肥相談会 ダンボールコンポスト講習会
生ごみの堆肥化でお困りの方は何でも相談下さい。
場　所／２Ｆ啓発コーナー 
参加費／無料  事前申込／不要
●ふくおか環境倶楽部主催
日 時／毎週土曜日　１３：００～１６：００ 

●ＮＰＯ法人循環生活研究所主催
日 時／毎月第２金曜日　１０：３０～１４：００

●ふくおか環境倶楽部主催
日　時／毎月第４土曜日　１０：３０～１２：００
場　所／２Ｆ啓発コーナー　　参加費／無料
事前申込／不要　　※基材・テキスト購入可

ダンボールコンポストを始めてみたいという方、ご参加ください。ご家庭で使いみちの無い
堆肥は引き取り、新しいコンポスト基材と無料で交換いたします。まずはご相談ください。

10:30～15:00
所要時間30分程度
【申込】随時

つまみ細工の花飾り 廃材で作る動物スタンプセット お花のメモスタンド

牛乳パックで紙すき体験

牛乳パックでメモ＆フォトブック

古布うちわ作りecoでおしゃれなマグネット
インテリア

ハーブ入り“リサイクル”
せっけん作り
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10:30～15:00
所要時間30分程度
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毎日

10:30～11:30
【定員】10名／日（先着順）
【申込】希望日の
　　　３日前まで

水曜日

古布ぞうり作り　【全２回】 フリル付き五分袖ロングブラウス　【全３回】
日時／平成２９年８月３日㈭、８月１０日㈭
　　　１３：００～１６：００
定員／１５名（抽選）
参加費／３００円
場所／２階研修室
応募締切／７月２２日㈯必着

リユース陶器市
日時／平成２９年７月２３日㈰ 　１０：３０～１５：００（持ち込みは１４：００まで）
場所／西部３Ｒステーション
　◎持ち込み（無料）
　　・持ち込みできるもの／洗浄済みの陶磁器（食器等）で、破損がなくそのまま使用できるもの。
　　・持ち込みできないもの／鍋類、ガラス・木・プラスチック製品
　　・対象者／市内在住、または市内に通勤、通学する２０歳以上の方（販売業者でない方）
　　　※持ち込みは当日に限ります。
　◎持ち帰り（無料）
　　・どなたでも持ち帰りできます（個数制限なし）。
　　・エコバッグをご持参ください（紙袋の用意はありません）。

日時／平成２９年８月４日㈮、１８日㈮、２５日㈮
　　　１３：００～１６：００
定員／１５名（抽選）
参加費／５００円　　場所／２階研修室
応募締切／７月２２日㈯必着

持ってくるもの／ぞうり用布（木綿がよい）５㎝幅×１５m分を２本（つながなくてよい）、
針、糸、はさみ、ものさし、洗濯ばさみ６個、５本指の靴下。

持ってくるもの／着物一枚（ゆかた、つむぎ、小紋など）、または服地（１１０㎝幅×２ｍ程度）。
８コールのゴム１ｍ４０㎝、型紙用紙（模造紙など）、ものさし、紙用・布用はさみ、
裁縫道具一式、筆記用具。　　※着物はほどいて洗い、アイロンをかけておく。

はがき、ＦＡＸ、または西部３Ｒステーションの２階受付で①希望講座②住所③氏名④年齢⑤電話番号を必ず明記し、
ご応募ください。抽選の上、当選者のみはがきで詳細をご案内いたします。【応募方法】

※参加申込みは不要。


